
           「家族に関する教え」            2026 年 04月 02日 

妻たちよ、主にある者にふさわしく、夫に従いなさい。夫たちよ、妻を愛しなさい。つ

らく当たってはなりません。子どもたちよ、何事につけ両親に従いなさい。それが主に喜

ばれることです。父親たち、子どもたちをいらだたせてはなりません。いじけるといけな

いからです。奴隷たち、何事につけ肉による主人に従いなさい。気に入られようとして、

うわべだけで仕えるのではなく、主を畏れる者として真心を込めて従いなさい。何をする

にも、人に対してではなく、主に対してするように、心から行いなさい。あなたがたは、

相続にあずかるという報いを主から受けることを知っています。主キリストに仕えなさい。

不正を働く者はその不正の報いを受けるでしょう。そこに分け隔てはありません。主人た

ちよ、奴隷を正しく公平に扱いなさい。知ってのとおり、あなたがたにも天に主がおられ

るのです。（コロサイ 3:18 ～ 4:1 ） 

 

著者は、家族のあり方について「妻と夫」「子どもと親」「奴隷と主人」に関して信仰

的な勧めの言葉を書いている。まず「妻と夫」に関して、「妻たちよ、主にある者にふさ

わしく、夫に従いなさい。夫たちよ、妻を愛しなさい。つらく当たってはなりません」と、

妻は夫に従い、夫は妻を愛しなさいと諭している。この諭しは、妻と夫は対等ではなく、

妻を低く見る男尊女卑の価値観が背景にある。エフェソ書 5 章 23節で、「キリストが教会

の頭であり、自らその体の救い主であるように、夫は妻の頭だからです。教会がキリスト

に従うように、妻もすべてにおいて夫に従いなさい」と書いている。妻は、教会がキリス

トに従うように夫に従い、夫は、キリストが教会を愛したように妻を愛しなさいと、夫と

妻をキリストと教会の上下関係で捉えている。今日、この諭しは受け入れ難い。「子ども

と親」に関して、「子どもたちよ、何事につけ両親に従いなさい。それが主に喜ばれるこ

とです。父親たち、子どもたちをいらだたせてはなりません。いじけるといけないからで

す」と諭している。モーセの十戒の第 5 戒、「あなたの父と母を敬いなさい。そうすれば

あなたは、あなたの神、主が与えてくださった土地で長く生きることができる」の戒めを

踏襲し、子どもは親に従えと言う。親は子どもに信仰を徹底して教え、先祖の歴史、文化

を伝える。子どもは、親の信仰と共に、イスラエルの歴史を受け継ぐ。この親子関係が、

聖書を生み出す大きな力であったに違いない。親は子どもをいらだたせず、いじけないよ

うに、落ち着いた子どもに育てることが肝要であると言う。「奴隷と主人」に関して、

「奴隷たち、何事につけ肉による主人に従いなさい。気に入られようとして、うわべだけ

で仕えるのではなく、主を畏れる者として真心を込めて従いなさい」と諭している。古代、

中世においては、奴隷制度は、当然のもので、奴隷に人権は全くなかった。聖書時代に、

奴隷制度反対を期待するのは無理で、これらの記述は、時代の価値観の制約の中にあると

いうことである。18世紀になって、ようやく、奴隷制度に疑義が持たれ始めたのである。

歴史は勝者が編纂し、社会の底辺を支えていた奴隷たちの隠れた血と涙の事実が顧みられ

ることはなかった。「何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心か

ら行いなさい 。」 あなたがたは御国を受け継ぐ報いを主から受けることを知っている。不

正を働く者は、その不正の報いを受ける。主の報いに分け隔てはない。「主人たちよ、奴

隷を正しく公平に扱いなさい。知ってのとおり、あなたがたにも天に主がおられるので

す 。」 主人にも公平に裁く主がおられることに心に留めなさいと諭す。あなたがたが出会

う隣人は、主イエスご自身であると思い、誠実を尽くしなさいとの勧めである。 


